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　はじめに

鹿児島県薩摩半島西岸に位置する南さつま市

において 2018年 12月から 2019年 4月の期間で

計 3回（2018年 12月 16–18日，2019年 3月 4–6日，

および 2019年 4月 14日）の魚類相調査が行われ

た．この調査では釣りなどに加え，同海域で初め

てとなる大規模なダイビングによる採集が実施さ

れ，採集された魚類の一部はすでに鹿児島県初

記録［ホシヨウジ Halicampus punctatus (Kamohara, 

1952)（荒木ほか，2019），フタホシニジギンポ

Petroscirtes springeri Smith-Vaniz, 1976（餅田ほか，

2019）］または九州沿岸初記録［ホソウミヤッコ

Halicampus boothae (Whitley, 1964)（ 荒 木 ほ か，

2019），マツバギンポ Mimoblennius atrocinctus 

(Regan, 1909)（餅田ほか，2019），ツムギハゼ

Yongeichthys nebulosus (Forsskål, 1775)（標本に基

づく初めての記録：森下・本村，2019），ミドリ

ハゼ Eviota toshiyuki Greenfield and Randall, 2010，

セホシサンカクハゼ Fusigobius duospilus Hoese 

and Reader, 1985， オ オ モ ン ハ ゼ Gnatholepis 

anjerensis (Bleeker, 1851)，スケロクウミタケハゼ

Pleurosicya boldinghi Weber, 1913，アカスジウミ

タケハゼ Pleurosicya micheli Fourmanoir, 1971，ア

ワセイソハゼ Sueviota lachneri Winterbottom and 

Hoese, 1988，オグロクロユリハゼ Ptereleotris 

heteroptera (Bleeker, 1855)，およびイトマンクロ

ユリハゼ Ptereleotris microlepis (Bleeker, 1856)（藤

原ほか，2019）］として報告されている．本報告

では同調査で採集され，分布状況に関する新知見

が得られた 5科 9種の魚類について九州沿岸にお

ける魚類相の知見蓄積のために報告する．

　材料と方法

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．標準体長は体長または

SLと表記した．また，TLは全長を示す．計測は

デジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行った．

リスト中の科の掲載順は中坊（2013）にしたがい，

科内では各種をアルファベット順に掲載した．本

報告に用いた標本（全て鹿児島県南さつま市産）

と生鮮時の写真は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に所蔵されており，詳細な採集データ

はリスト中の「標本」の項目を参照．

　九州初記録の 9種

ウツボ科Muraenidae

Gymnothorax thyrsoideus (Richardson, 1845)

サビウツボ　（Fig. 1A）

　標本　KAUM–I. 128548，全長 524.8 mm，坊津

町塩ヶ浦沖（31°15′20″N, 130°13′59″E），水深 10 m，

2019年 3月 4日，手網，森下悟至．

　同定の根拠　体はやや太い；両顎は強く湾入

しない；主上顎骨歯は鋭く，2列に並ぶ；鋤骨歯

は小さく，その歯列長は主上顎骨の歯列長より短

い；前上顎骨中央部の歯は鈍く，1列に並ぶ；背

鰭と臀鰭はやや高く，それぞれの起部は頭部と肛
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門直後に位置する；肛門は体中央よりやや前方に

開孔する；体に細かい褐色点と白色点が密在し，

竹皮状模様を呈する；虹彩は一様に白色；および

頭部前方は一様に紫がかった褐色であることなど

の特徴が波戸岡（2013）と日比野（2019）の示し

たサビウツボ Gymnothorax thyrsoideusの特徴とよ

く一致した．

　これまでの分布記録　サビウツボは東インド

洋から太平洋に分布し，日本国内からは伊豆諸島

の八丈島，三重県，和歌山県，高知県，および愛

媛県の太平洋沿岸，屋久島，奄美大島や沖永良

部島などの琉球列島，南大東島，小笠原諸島から

記録されている（波戸岡，2013；Nakae et al., 

2018；日比野，2019）．

メギス科 Pseudochromidae

Pseudochromis marshallensis Schultz, 1953

ホシニセスズメ　（Fig. 1B）

Fig. 1. Fishes collected from the west coast of Satsuma Peninsula (Minami-satsuma, Kagoshima Prefecture), representing the first records 
from Kyushu, southern Japan. A, Gymnothorax thyrsoideus, KAUM–I. 128548, 524.8 mm TL; B, Pseudochromis marshallensis, KAUM–
I. 128644, 57.3 mm SL; C, Belonepterygion fasciolatum, KAUM–I. 128514, 29.8 mm SL; D, Hologymnosus annulatus, KAUM–I. 128409, 
46.6 mm SL; E, Hologymnosus doliatus, KAUM–I. 124406, 12.7 mm SL; F, Macropharyngodon negrosensis, KAUM–I. 129546, 64.2 mm 
SL; G, Oxycheilinus orientalis, KAUM–I. 128659, 41.0 mm SL; H, Parapercis multiplicata, KAUM–I. 124394, 62.4 mm SL; I, Parapercis 
tetracantha, KAUM–I. 128518, 125.0 mm SL.
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　標本　2個体（体長 38.8–57.3 mm）：KAUM–I. 

124548， 体 長 38.8 mm， 坊 津 町 塩 ヶ 浦 沖

（31°15′20″N, 130°13′59″E），水深 3–8 m，2018年

12 月 17 日，手網，松岡　翠ほか；KAUM–I. 

128644，体長 57.3 mm，笠沙町片浦（31°25′40″N, 

130°08′50″E），水深 8 m，2019年 3月 6日，手網，

出羽慎一ほか．

　同定の根拠　背鰭鰭条 III, 25；臀鰭鰭条 III, 

14；側線有孔鱗数 30 + 9；頭部は僅かに丸みを帯

びる；両顎の犬歯状歯は著しく長くない；背鰭棘

は細く，柔らかい；尾鰭は截形；背鰭と尾鰭が明

るい黄色；および体側鱗の露出基部に淡い黄色小

斑があり，縦列線を形成することなどの特徴が

林ほか（2013）と吉田ほか（2013）の示したホシ

ニセスズメ Pseudochromis marshallensisの特徴と

よく一致した．

　これまでの分布記録　ホシニセスズメは東イ

ンド洋から西太平洋に分布し，日本国内からは伊

豆諸島の八丈島，和歌山県，大隅諸島，トカラ

列島の平島，奄美群島，および沖縄諸島から記録

されている（林ほか，2013；吉田ほか，2013；池

田・中坊，2014）． 

タナバタウオ科 Plesiopidae

Belonepterygion fasciolatum (Ogilby, 1889)

トゲタナバタウオ　（Fig. 1C）

　標本　2個体（体長 29.8–37.7 mm）：KAUM–I. 

124549， 体 長 37.7 mm， 坊 津 町 塩 ヶ 浦 沖

（31°15′20″N, 130°13′59″E），水深 3–8 m，2018年

12 月 17 日， 手 網，Kunto Wibowo；KAUM–I. 

128514，体長 29.8 mm，笠沙町片浦米島南方

（31°25′55″N, 130°07′19″E），水深 15 m，2019年 3

月 5日，手網，出羽慎一ほか．

　同定の根拠　背鰭鰭条 XVIII, 5；臀鰭鰭条 X, 5；

側線は 3本で中央のものは尾鰭基部に達する；前

鰓蓋骨は棘を欠く；および背鰭と臀鰭の縁辺は白

色で縁取られることなどの特徴が林（2013）と吉

田（2019）の示したトゲタナバタウオ Belone-

pterygion fasciolatumの特徴とよく一致した．

　これまでの分布記録　トゲタナバタウオは東イ

ンド洋から西太平洋に分布し，日本国内からは伊

豆諸島（伊豆大島・八丈島），高知県の柏島，愛

媛県，屋久島，奄美大島や与論島などの琉球列島

から記録されている（林，2013；Nakae et al., 

2018；吉田，2019）．

　備考　林（2013）はトゲタナバタウオの特徴と

して体側に 12–13本の暗色横帯があるとしたが，

本研究で観察した KAUM–I. 128514ではその本数

が 10本（不明瞭なものを含む）とやや少ない．

この相違は本研究ではトゲタナバタウオの種内変

異と判断した．

ベラ科 Labridae

Hologymnosus annulatus (Lacepède, 1801)

ナメラベラ　（Fig. 1D）

　標本　KAUM–I. 128409，体長 46.6 mm，坊津

町 塩 ヶ 浦 沖（31°15′20″N, 130°13′59″E）， 水 深

6–15 m，2019年 3月 4日，手網，山田守彦ほか．

　同定の根拠　体の地色は淡い黄色がかった白

色；吻端から尾鰭にかけて体側下半部を占める

幅広い黒色帯がある；体側背縁にひじょうに細い

褐色がかった赤色線がある；尾鰭を除く各鰭は白

色半透明；および尾鰭に大きな黒色斑があり，そ

の直後に黄色がかった白色帯があることなどの特

徴が西山・本村（2012），加藤（2016），および本

村（2019）が示したナメラベラ Hologymnosus 

annulatusの幼魚個体の特徴とよく一致した．

　これまでの分布記録　ナメラベラはインド・太

平洋に広く分布し，日本国内からは伊豆諸島の

八丈島，静岡県，和歌山県，高知県，および愛

媛県の太平洋沿岸，屋久島，奄美大島，加計呂麻

島，与論島，沖縄島，阿嘉島，および石垣島など

の琉球列島，南大東島，および小笠原島から記録

されている（西山・本村，2012；島田，2013a；

加藤，2016；Nakae et al., 2018；本村，2019）．

Hologymnosus doliatus (Lacepède, 1801)

シロタスキベラ　（Fig. 1E）

　標本　KAUM–I. 124406，体長 12.7 mm，笠沙
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町片浦米島南方（31°25′55″N, 130°07′19″E），水深

6–14 m，2018年 12月 16日，手網，山田守彦ほか．

　同定の根拠　体の地色は淡い黄色を帯びた半透

明の白色；眼前縁上方から背縁をとおり体側前

半に達する赤色帯がある；口部後端から眼をとお

り鰓蓋後端に達する赤色帯がある；および前鰓蓋

後端から腹部をとおり尾鰭に達するやや幅広い赤

色帯があることなどの特徴が西山・本村（2012）

と加藤（2016）が示したシロタスキベラ Holo-

gymnosus doliatusの幼魚個体の特徴とよく一致し

た．

　これまでの分布記録　シロタスキベラはイン

ド・太平洋に広く分布し，日本国内からは伊豆諸

島，静岡県，和歌山県，および高知県の太平洋

沿岸，屋久島，奄美大島，嘉比島，阿嘉島，およ

び久米島などの琉球列島，および小笠原島から記

録 さ れ て い る（ 西 山・ 本 村，2012； 島 田，

2013a； 加 藤，2016；Nakae et al., 2018； 本 村，

2019）．

　備考　本研究で採集されたシロタスキベラの標

本写真（KAUM–I. 124406，12.7 mm SL：Fig. 1E），

西山・本村（2012）と加藤（2016）が示した本種

の幼魚（約 1–5 cm）の水中写真，および本村（2019）

が示した標本写真（KAUM–I. 79287，32.7 mm 

SL）を確認したところ，本種の体側上部から 1–2

本目の赤色帯の長さ・太さは成長にしたがい長

く・太くなることが明らかになった．一方，体側

上部から 3本目の赤色帯のそれは成長にしたがう

変化が確認されなかた．

　本種の幼魚はアヤタスキベラ Hologymnosus 

rhodonotus Randall and Yamakawa, 1988の幼魚と似

るが，体側にある赤色帯の本数で容易に識別され

る（シロタスキベラが 3本であるのに対して，ア

ヤタスキベラでは 5本）（西山・本村，2012；加藤，

2016）．

Macropharyngodon negrosensis Herre, 1932

セジロノドグロベラ　（Fig. 1F）

　標本　2個体（体長 64.2–65.4 mm）：KAUM–I. 

128513，雌，体長 65.4 mm，笠沙町片浦米島南方

（31°25′55″N, 130°07′19″E），水深 15 m，2019年 3

月 5日，手網，出羽慎一；KAUM–I. 129546，雌，

体長 64.2 mm，笠沙町片浦米島南方（31°25′55″N, 

130°07′19″E），水深 15 m，2019年 4月 14日，手網，

出羽慎一．

　同定の根拠　背鰭鰭条 IX, 11；側線は完全で，

側線有孔鱗数 27；吻が突出しない；口は嘴状で，

やや尖る；前鰓蓋骨後縁は円滑；頬部は無鱗；両

顎先端に犬歯状歯があり，上顎先端のそれは強く

前方へ突出する；体と背鰭，腹鰭，および臀鰭の

地色は一様に褐色がかった黒色；体と背鰭前半に

淡い黄色がかった白色小斑が密在する；背鰭後半

は淡い黄色がかった白色斜線がある；胸鰭と尾鰭

は半透明の白色であることなどの特徴が西山・本

村（2012），島田（2013a），加藤（2016），および

本村（2019）が示したセジロノドグロベラ

Macropharyngodon negrosensisの特徴とよく一致

した．

　これまでの分布記録　セジロノドグロベラはア

ンダマン海，オーストラリア北西岸，および西太

平洋に分布し，日本国内からは伊豆諸島，千葉県，

静岡県，和歌山県，および高知県の太平洋沿岸，

屋久島，奄美大島，与論島，沖縄島，嘉比島，お

よび阿嘉島などの琉球列島，および小笠原島から

記録されている（西山・本村，2012；島田，

2013a； 加 藤，2016；Nakae et al., 2018； 本 村，

2019）．

　備考　セジロノドグロベラの雌個体は薩摩半島

西岸からも記録があるブチススキベラ Anampses 

caeruleopunctatus Rüppell, 1829の雌個体と体型，

鰭条数，および体色などで酷似する（岩坪ほか，

2016；本研究）．しかし，前者は両顎先端に犬歯

状歯があることで上顎前部に門歯状歯をもつ後者

から容易に識別される（島田，2013a）．さらに，

前者の尾鰭は全体が半透明の白色であることに対

して，後者のそれは前方の 2/3部分が黒色である

ことからも識別される（西山・本村，2012；岩坪

ほか，2016；加藤 2016）．

Oxycheilinus orientalis (Günther, 1862)

カタグロホホスジモチノウオ　（Fig. 1G）
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　標本　KAUM–I. 128659，体長 41.0 mm，笠沙

町 片 浦（31°25′40″N, 130°08′50″E）， 水 深 8 m，

2019年 3月 6日，手網，出羽慎一ほか．

　同定の根拠　背鰭鰭条 IX, 10；臀鰭鰭条 III, 8；

背鰭前方鱗数 6；鰓耙数 5 + 6（痕跡的なものも

含む）；側線が不連続；前鰓蓋骨後縁が無鱗；吻

部最大周囲長 50.0% SL；両眼間隔 7.4% SL；尾柄

高 12.6% SL；体高が低く頭長より短い；下顎先

端が上顎先端よりやや前方に突出する；体が全体

的に赤色；第 1–2背鰭棘間に黒色斑がある；眼後

縁と主鰓蓋骨後縁の間に小黒色点が 4つある；体

側背部前方に黒色域がない；頬部，眼周辺，およ

び体側中央に線または帯がない；および尾鰭後縁

が黒く縁取られないことなどの特徴が本村ほか

（2012）と Fukui et al. (2016)が示したカタグロホ

ホスジモチノウオ Oxycheilinus orientalisの特徴と

よく一致した．

　これまでの分布記録　カタグロホホスジモチノ

ウオはオーストラリア北西岸，西太平洋，および

サモアに分布し，日本国内からは伊豆諸島の伊豆

大島，高知県の柏島，大隅諸島の屋久島，奄美

群島の奄美大島，および沖縄諸島広域から記録さ

れている（本村ほか，2012）．

トラギス科 Pinguipedidae

Parapercis multiplicata Randall, 1984

サンゴトラギス　（Fig. 1H）

　標本　KAUM–I. 124394，体長 62.4 mm，笠沙

町片浦米島南方（31°25′55″N, 130°07′19″E），水深

20 m，2018年 12月 16日，手網，上野大輔．

　同定の根拠　背鰭条数 V, 21；胸鰭軟条数 17；

側線有孔鱗数 58；下顎先端が上顎先端よりやや

前方に突出する；下顎前部に犬歯状歯が 7本ある；

背鰭棘部と軟条部の間は深くきれこむ；眼下部

に横帯がない；尾鰭は截形で顕著な斑紋を欠く；

および体に幅狭い朱色の横帯が 8本あることなど

の特徴が島田（2013b）と松沼（2019）が示した

サンゴトラギス Parapercis multiplicataの特徴とよ

く一致した．

　これまでの分布記録　サンゴトラギスはオース

トラリア北西岸，西太平洋，およびピトケアン島

に分布し，日本国内からは伊豆諸島，和歌山県串

本，高知県の柏島，屋久島，奄美大島や与論島

などの琉球列島，および小笠原諸島から記録され

ている（島田，2013b；Nakae et al., 2018；松沼，

2019）．

Parapercis tetracantha (Lacepède, 1801)

マダラトラギス　（Fig. 1I）

　標本　KAUM–I. 128518，体長 125.0 mm，笠沙

町片浦米島南方（31°25′55″N, 130°07′19″E），水

深 15 m，2019年 3月 5日，手網，出羽慎一ほか．

　同定の根拠　背鰭条数 V, 21；胸鰭軟条数 17；

側線有孔鱗数 60；下顎先端が上顎先端よりやや

前方に突出する；背鰭棘部と軟条部の間は深くき

れこむ；眼下部に幅広い褐色横帯がある；尾鰭は

截形で，上端は尖る；主鰓蓋骨は褐色で，上部に

大きな 1眼状斑がある；および尾鰭基部上端に黒

色斑があることなどの特徴が島田（2013b）と松

沼（2019）が示したマダラトラギス Parapercis 

tetracanthaの特徴とよく一致した．

　これまでの分布記録　マダラトラギスはベンガ

ル湾，アンダマン海，および西太平洋に分布し，

日本国内からは伊豆諸島，伊豆半島，和歌山県串

本，高知県の柏島，屋久島，奄美大島や徳之島な

どの琉球列島から記録されている（島田，

2013b；Nakae et al., 2018；松沼，2019）．

　まとめ

鹿児島県南さつま市（薩摩半島西岸）から得

られたサビウツボ（ウツボ科），ホシニセスズメ（メ

ギス科），トゲタナバタウオ（タナバタウオ科），

ナメラベラ，シロタスキベラ，セジロノドグロベ

ラ，カタグロホホスジモチノウオ（ベラ科），サ

ンゴトラギス，およびマダラトラギス（トラギス

科）の日本国内における記録は上述の「これまで

の分布記録」のとおりである．さらに，これらの

魚類は近年，九州沿岸における魚類相を報告した

岩坪ほか（2016）（鹿児島県薩摩半島南岸），

Iwatsuki et al. (2017)（九州東岸），岩坪・本村（2017）
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（鹿児島湾），小枝ほか（2018）（鹿児島県大隅半

島東岸），および村瀬ほか（2019）（宮崎県）でも

記録されていない．したがって，上記の 9種は九

州沿岸からの初記録となる．鹿児島県南さつま市

における 2018年 12月から 2019年 4月の魚類相

調査で採集された魚類について本報告とこれまで

の報告［森下・本村（2019），荒木ほか（2019），

餅田ほか（2019），および藤原ほか（2019）］を合

わせると，2種が鹿児島県初記録，20種が九州沿

岸初記録（1種は標本に基づく初めての記録）と

なる．

分布状況について新知見が得られた上述の 22

種の内，ツムギハゼを除く 21種がダイビングに

よる採集で得られている（森下・本村，2019；荒

木ほか，2019；餅田ほか，2019；藤原ほか，

2019；本研究）．これは鹿児島県本土を含む九州

全域でダイビング等，潜水による調査がこれまで

重点的に行われていなかったことに起因すると考

えられる．したがって，九州沿岸における魚類相

の包括的な把握には今後のさらなる調査がひじょ

うに重要である．
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